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文責 校長 山本 孝二 

【めざす児童像】 

“かしこい子 つよい子  

                           さわやかな子“ 

 
『お別れ集会』を経て卒業へ  

２月２１日（金）に「お別れ集会」を実施しました。もうすぐ卒業する６年生

に対して感謝の気持ちを伝える集会です。次期最高学年の５年生が中心とな

り準備をしてくれました。 

各学年からのメッセージや歌（替え歌も）、合奏の発表は、６年生との思い

出やありがとうの言葉があふれていました。練習の成果も出ていて、各学年の成長も感じました。

縦割り班からの６年生一人一人へのプレゼントも心のこもったものでした。 

 最後に、６年生の発表がありました。やや緊張しながらも、すべての人たちに強く『ありがとう』と

伝えていました。その雰囲気に胸が熱くなりました。 

 心温まる別れの集会を終え、６年生は卒業生として３月１８日の卒業証書授与式に向かっていき

ます。残り少ない加津佐小学校での生活の日々を大切にしてほしいものです。  

 

加津佐小学校児童の学力は  
１２月に実施した「南島原市学力調査」の結果がわかり、その個人票を保護者の皆様にお渡し

しています（学級部会時に直接説明するようにしていますので、まだ配付していない学年もありま

す）。子ども達の思考力や理解力の一端をみる調査ですが、学年ごとの到達度、課題点も見えて

います。ちなみに、全国や南島原市と比較すると本校全体では、ほぼ市の平均水準です。残り少

ない日数ですが、調査結果を踏まえて学習のまとめに重点を置いて指導していきます。 

先日から『家庭学習チェックカード』の取組も始めています。学習習慣を付けるこ

と、自ら理解内容を増やすこと、進んで新しい学びを取り入れること等を目的として

います。発達段階に応じて自分の学習の仕方を身に付けることも必要です。どうぞ

ご家庭での声かけをお願いします。 

 

プログラミング学習で「ドローン操作」  
ＩＣＴ教育を支援してくださる『ミナサポ』の指導を受け、６年生が自分たちでプログラミングし

てドローンを飛ばす体験をしました。タブレット端末を使って、「○ｃｍ飛ぶ」「○度向きを変える」

などを調整しながら飛ばしていました。考え通りに動かなくても試行を繰り返して成功した時には

歓声が上がりました。子ども達の様子を見て、プログラミング的思考を高めるよい機会になって

いると考えました。 

爽風 ～えがお～ 


